
ページ左段の下から 行目

誤　１　ベクトル空間と部分空間　　　　 　　　　　　正　１　ベクトル空間と部分空間　　　　

ページ左段の下から 行目

誤　１　線形写像　　　　　　　　　　　 　　　　　　正　１　線形写像　　　　　　　　　　　

ページ の上から 行目

誤　いくつかの数，数式を　　　正　いくつかの数を

ページ の上から 行目

誤　一般に， であるから，上の解答から　　　正　一般に， であるから

ページの上から ， 行目

次の文言を削除する。

ただし， ， の ， は，それぞれ 次の単位行列，零行列とする。

ページの下から 行目

誤　
ウ

　　　正　
ウ

ページの下から ， 行目

誤　更に，行列 が逆行列をもたないような実数 のとり得る値は
エ

である。

正　更に，行列 が逆行列をもたないような実数 のとりうる値は
エ

である。ただし， ， は，そ

　　れぞれ 次の単位行列，零行列とする。

ページ の上から 行目

誤　連立 次方程式 　…… を考える。　　　正　連立 次方程式 　…… を考える。

ページ の 行目

誤　基本変形の方法は他にもある 　　　正　行基本変形の方法は他にもある

ページ

誤　第 章， ページ　　　正　第 章， ページ

ページの 番下の側注

誤　基本例題 より。　　　正　基本例題 より。
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ページ問題

誤　 　 　　　正　 　

ページ重要例題 解答 の 行目

誤　 　　　正　

ページ重要例題 解答 の 行目

誤　 　　　正　

ページの下から 行目

誤　 …… …… …… ……

正　 …… …… …… ……

ページの下から 行目

誤　 ページ　　　正　 ページ

ページの下から 行目

誤　 … ･ …

正　 … ･ …

ページの下から 行目

誤　 の証明は　　　正　 の証明は

ページ解答 の最終行

誤　 ･ ･ 　　　正　 ･ ･

ページ の下から 行目

誤　 　　　正　

ページ の上から 行目

誤　 ページ　　　正　 ～ ページ
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ページ解答の下から 行目

①　　③

②

１　　３

２
誤　 　　 　　 　　　正　 　　 　　

ページの下から ～ 行目

誤　以上から，求める行列式は

　　　　　　　　　　 ， のとき　

　　　　　　　　　　 ， のとき　

正　以上から，求める行列式は， を自然数として

　　　　　　　　　　 ， のとき　

　　　　　　　　　　 ， のとき　

ページ の上から 行目

誤　 に注意する。　　　正　 に注意する。

ページ解答 の上から 行目

誤　行列 の ， 成分を で表すと　　　正　行列 の ， 成分を で表すと

ページ解答 の下から 行目

誤　
…… …… ……

…… …… ……

正　
…… …… ……

…… …… ……

ページ解答 の下から 行目

誤　
……

……
　　　正　

……

……
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ページ解答 の上から ～ 行目

誤　ゆえに，右辺の和は
…… ……

…… ……
という形の置換に関してのみ考えればよい。

　　この形の置換は 個の文字の置換
……

……
と同一視され，この形の置換に関しての和は

　　行列 の行列式に一致する。

正　ゆえに，右辺の和は
…… ……

…… ……
という形の置換に関してのみ考えればよい。

　　この形の置換は 個の文字の置換
……

……
と同一視され，この形の置換に関しての和は

　　行列 の行列式に一致する。

ページ解答 の上から ～ 行目

誤　ゆえに，右辺の和は
…… ……

…… ……
という形の置換に関してのみ考えればよい。

　　この形の置換は 個の文字の置換
……

……
と同一視され，この形の置換に関しての和は行列 の行

　　列式に一致する。

正　ゆえに，右辺の和は
…… ……

…… ……
という形の置換に関してのみ考えればよい。

　　この形の置換は 個の文字の置換
……

……
と同一視され，この形の置換に関しての和は行列 の行

　　列式に一致する。

ページの上から ～ 行目

誤　 を満たす整数 に対し， ならば， ･……･ となる。

　　よって， に対し， ならば， ･……･ となる。

　　ゆえに，右辺の和は
……

……
と

……

……
という形の置換に分解して考えれば

　　よい。

　　
……

……
，

……

……
とすると

正　 を満たす整数 に対し， ならば， ･……･ となる。

　　よって， ならば ， ならば となる置換に関して

　　のみ考えればよいから，右辺の和は
……

……
と

……

……
という形の置換に

　　分解して考えればよい。

　　
……

……
，

……

……
とすると

ページの上から つ目の側注

誤　 ページより。　　　正　 ページより。
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ページの上から 行目

誤　

， のとき

のとき

のとき

　　　正　

， のとき

のとき

のとき

ページの下から 行目

誤　 の等式において， とすると　　

正　 の等式において， とすると　　

ページ解答の下から ～ 行目

誤　 とすると， より行列 は正則であるから，行列 の逆行列 が存在して，

　　 となる。

　　このとき　　

　　また　　　　 ，

　　よって　　　

　　行列 の各成分は整数であるから　　

　　更に，行列 の余因子行列を とすると， であるから，行列 の逆行列 の各成分は整数

　　である。

正　 とすると， より行列 は正則であるから，行列 の逆行列 が存在する。

　　また，行列 の余因子行列を とすると，行列 の各成分は整数であるから， の各成分も整数である。

　　 であるから，行列 の逆行列 の各成分は整数である。

ページの下から 行目

誤　 　　　正　

ページ解答の下から 行目

誤　 　　　正　

ページの下から 行目

誤　 　　　正　

ページ問題

誤　基本例題 　　　正　基本例題

ページ

誤　基本例題 　　　正　基本例題
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ページ解答の上から 行目

誤　このとき， ， ，……， であると仮定すると， により， となるから，

　　 ， ，……， が 次従属であることになり，これは矛盾である。

正　このとき， ， ，……， であると仮定すると， により， となるから，

　　 ， ，……， が 次従属であることになり，これは矛盾である。

ページ解答の上から 行目

誤　 …… 　　　正　 ……

ページ解答の上から 行目

誤　 …… …… が成り立つ。

正　 …… …… が成り立つ。

ページ解答の上から 行目

誤　行列 の　　　正　行列 を

ページ解答の上から 行目

誤　ある 次正則行列 　　　正　ある 次正則行列

ページ の上から 行目

誤　基底の存在 その の定理　　　正　基底の存在 改良版 の定理

ページ の上から 行目

誤　 ： 　　　正　 ：

ページ問題の下から 行目

誤　 ： 　　　正　線形写像 ：

ページ問題の最終行

誤　 　　　正　

ページ解答の上から 行目

誤　同次連立 次方程式 　　　正　同次連立 次方程式
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ページの上から ～ 行目

誤　 　 から への写像 は，
ア

のとき 上の線形写像であり，
イ

のとき 上

　　　の線形写像ではない。

　　 　 から への線形写像 を考える。

正　 　 から への写像 は，
ア

のとき 上の線形写像であり，
イ

のとき 上

　　　の線形写像ではない。

　　 　 から への線形写像 を考える。

ページの上から 行目

誤　イ　 は， の逆写像である。　　　正　イ　 は， の逆写像である。

ページの上から 行目

誤　 　　　正　

ページの上から 行目

次の数式を丸ごと削除する。

ページの下から 行目

次の数式を丸ごと削除する。

ページの下から 行目

誤　 　　　正　

ページの下から 行目

誤　行列 の簡約階段形は　　 　　 正　行列 の簡約階段形は　　

ページ の最終行

誤　基本例題 ， 　　　正　基本例題 ，
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ページの下から 行目

誤　 　　　正　

ページ重要例題 解答

の解答を，次に丸ごとさしかえる。

　 で求めた表現行列 に対し，同次連立 次方程式 を解くと， より， ，

　 ， を任意定数として

　　　　　

　よって， は ， ， を基底にもつ。

　 ， ， である

　から， は ， ， を基底にもつ。

ページの下から 行目

誤　 　　　正　

ページの下から 行目

誤　基本例題 　　　正　基本例題
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ページの上から ～ 行目

誤　 ･･……

　　　　　　 ･･……

　　　　　　 ･･……

　　　　　　 ･･……

正　 ･･……

　　　　　　 ･･……

　　　　　　 ･･……

　　　　　　 ･･……

ページ

誤　 ページ　　　正　 ページ

ページの つ目の側中

誤　　 より。　　　正　　 より。

ページ重要例題 の上から 行目

誤　 　　　正　

ページ重要例題 問題上から ， 行目

誤　任意の について である　　　正　任意の について である

ページ重要例題 のレベル

誤　 　　　正　

ページの下から 行目

誤　 を　　　正　 が

ページ解答の上から 行目

誤　

正　
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ページ解答の上から 行目

誤　

正　

ページ例題タイトル

誤　正定値をとる　　　正　正定値である

ページ側注

誤　　基本例題 より。　　　正　　基本例題 より。

ページの上から 行目

誤　 　　　正　

ページの上から 行目

誤　 …

…

…

…

　　　正　 …

…

…

…

ページの上から 行目

誤　

正　

ページの上から 行目

誤　 　　　正　

ページの上から 行目

誤　 　　　正　
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ページの下から ～ 行目

誤　よって， とすると， であるから

　　　　　　 ，

　　したがって，求める は　　

正　よって， とすると， であるから

　　　　　　 ，

　　したがって，求める は　　

ページの上から 行目

誤　実際， の基底と の基底と の基底を並べて　　　正　実際， の基底と の基底を並べて

ページの上から 行目

誤　固有値は 重複度 ， 重複度 　　　正　固有値は 重複度 ， 重複度

ページ

誤　重要例題 　　　正　重要例題

ページ問題

誤　任意の について　　　正　任意の でない について

ページ 　広義固有空間の下から 行目

誤　すなわち，行列 の固有値 に対する広義固有空間とは， ｜ で与えられる。

正　すなわち，行列 の固有値 に対する広義固有空間とは， ｜ で与えられる。

ページ の上から 行目

誤　 ページ　　　正　 ページ

ページ の上から 行目

誤　 ， ， は基本例題 ～基本例題 と同様にして求める。

正　 ， ， は基本例題 ～基本例題 と同様にして求める。
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ページ解答の下から ～ 行目

誤　これを行基本変形すると　　

　　よって，連立 次方程式 が解をもつための定数項ベクトル の条件は

　　　　　　　 　かつ　 　かつ　

　　ゆえに　　 　……①

正　これを行基本変形すると　　

　　よって，連立 次方程式 が解をもつための定数項ベクトル の条件は

　　　　　　　 　かつ　 　かつ　

　　ゆえに　　 　かつ　 　……①

ページの下から 行目

誤　

正　
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ページの上から ～ 行目

誤　　　　　　 　かつ　

　　ゆえに　　 　かつ　

　　例えば， ， とすると　　

正　　　　　　 　かつ　

　　ゆえに　　 　かつ　

　　例えば， ， とすると　　

ページの上から 行目

誤　ウ　 　　　正　ウ　

ページの下から 行目

誤　 ， ， 　　　正　 ， ，

ページ最左段の上から 行目

誤　 　　　　　　　　　　 　　　正　 　　　　　　　　　　

ページ最右段の上から 行目

誤　最小多項式 正方行列 　 　　　正　最小多項式 正方行列 　

ページ最右段の下から 行目

誤　変換行列　　　　　　　 　　　正　変換行列　　　　　　　
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後ろの見返しの前から ページ目の左段の上から ～ 行目

誤　 クラメールの公式　 個の未知数についての， 個の方程式からなる連立 次方程式 において，係

　　　数行列 が 次の正則行列とすると， の唯一の解 …… は

　　　　　　　　　　　　　　
…… ……

　　　で表される。ただし， は の 番目の列ベクトルを表し， …… …… は の

　　　列目を に取り替えて得られる 次正則行列である。 ならば ，

　　　 と求められる。

正　 クラメールの公式　 個の未知数についての， 個の方程式からなる連立 次方程式 において，係

　　　数行列 を 次の正則行列とすると， の唯一の解 … は

　　　　　　　　　　　　　　
… …

　　　で表される。ただし， は の 番目の列ベクトルを表し， … … は の 列

　　　目を に取り替えて得られる 次正方行列である。 ならば ，

　　　 と求められる。

後ろの見返しの前から ページ目の左段の上から 行目

誤　 　 は を形成する。　　　正　 　 は を生成する。

後ろの見返しの前から ページ目の左段の下から 行目

誤　 　交代性 　 　　　正　 　交代性 　
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